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町の人口 

（昭和54年10月31日現在） 

前月比較 

3,896 (+20) 

4, 141 (+15) 

8.037 (+35) 

世帯数 2.394 (+23) 

男

女

計

 

言言言言言言言言ミ 
’ェ電 

J‘．一 

方
城
町
内
す
べ
て
開
通
 

田

川

5

直

方

パ

 イ
パ
 
ス
 

田
川
市
と
直
方
市
を
最
短
距
離
で
結
 

ぶ
県
道
田
川
、
一
直
方
線
バ
イ
パ
ス
は
、
 

一
部
を
残
し
て
開
通
し
て
い
る
が
、
今
 

度
伊
方
山
ノ
手
、
新
門
入
口
の
三
百
八
 

十
侮
間
の
完
全
舗
装
が
終
り
、
十
一
月
 

一
日
か
ら
開
通
し
た
。
 

田
川
市
夏
吉
の
国
道
二
〇
一
号
線
か
 

ら
直
方
市
の
県
直
方
土
木
事
務
所
前
の
 

国
道
二
〇
〇
号
線
に
抜
け
る
十

三
キロ。 

工
事
は
田
川
市
夏
吉
の
九
百
侮
だ
け
 

★田川・直方バイパス方城 

区間新設信号機設置場所 
及びー方通行規制区域 

..． 信号機設置 
( 2ケ所） 

→―方通行路 
( 1ケ所） 

d ~1 区間） 

が
残
っ
て
い
る
が
、
こ
の
部
分
も
五
十
 

五
年
度
に
は
完
成
の
予
定
。
 

こ
の
バ
イ
パ
ス
が
完
成
す
れ
ば
筑
豊
 

地
区
の
開
発
、
浮
揚
に
大
き
な
役
割
を
 

果
た
す
こ
と
に
な
る
。
 

ま
た
バ
イ
パ
ス
方
城
区
間
開
通
と
同
 

時
に
、
次
の
と
お
り
交
通
規
制
区
域
（
 

一
方
通
行
一
個
所
、
信
号
機
二
個
所
設
 

置
）
が
新
設
き
れ
た
o
 

至田川 

至
直
方
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昭
和
 54
 

年
度
 
テ
レ
ビ
番
組
 

「
メ
イ
コ
の
く
ら
し
と
税
金
」
に
つ
い
て
 

国
税
庁
で
は
、
納
税
意
識
の
高
揚
と
 

税
知
識
の
普
及
を
図
る
た
め
、
次
の
要
 

領
で
、
テ
レ
ビ
番
組
の
放
送
を
し
ま
す
。
 

L
 

番
組
名
 

「
メ
イ
コ
の
く
ら
し
と
 

税
金
」
 

2
 

出
演
者
 

レ
ギ
ュ
ラ
ー
に
女
優
の
 

中
村
メ
イ
コ
、
ア
シ
ス
 

タ
ン
ト
に
落
語
家
の
三
 

遊
亭
楽
太
郎
が
出
演
す
 

る。 

よ
 

3
 

放
送
局
と
放
送
時
間
 

”し ほ
 

第111号 、つ よ
 

P
レ
 

一つ ほ
 

「
テ
レ
ビ
西
日
本
」
午
前
 11 

時
 15 

分
、
 

ク 
11 

時
 30 

分
 

り
。
最
初
に
放
送
日
「
s

年
月
日
」
 

次
に
テ
ー
マ
、
次
は
主
な
内
容
と
い
 

っ
た
要
領
で
書
き
下
し
ま
す
。
 

く
ら
し
と
税
金
 

税
に
関
す
る
番
組
紹
介
 

m
s
 54 

・ 
12 

・
1

は
「
マ
イ
ホ
ー
ム
 10 

年
計
画
」
 
で
住
宅
を
取
得
す
る
目
的
で
 

貯
蓄
す
る
場
合
の
住
宅
貯
蓄
控
除
に
つ
 

い
て
。
 

②
s
 
54 

・ 
12 

・
8

は
「
あ
る
青
春
ー
税
 

務
大
学
校
、
」
で
税
務
大
学
校
と
、
そ
 

こ
で
学
ぶ
研
修
生
の
青
春
を
紹
介
す
る
。
 

⑧
s
 
54 

・ 12 

・ 
15 

は
「
お
酒
の
む
な
ら
」
 

で
酒
の
級
別
の
決
め
方
も
、
酒
類
の
税
 

金
に
つ
い
て
。
 

固
s
 
54 

・ 12 

・ 
22 

は
「
今
日
は
収
集
日
」
 

で
清
掃
事
業
や
ゴ
ミ
処
理
施
設
に
使
わ
 

れ
て
い
る
税
金
を
紹
介
す
る
。
 

⑤
s
 
54 

・ 
12 

・ 29 

は
「
お
答
え
し
ま
す
、
 

あ
な
た
の
疑
問
」
で
視
聴
者
参
加
に
よ
 

る
テ
レ
ビ
税
務
相
談
。
 

固
s
 
55 

・
1

・
5

は
「
マ
イ
カ
ー
、
経
 

済
学
」
で
自
動
車
に
か
か
る
税
金
と
、
 

そ
の
使
わ
れ
方
に
つ
い
て
。
 

m
s
 55 

・
1

・ 
12 

は
「
保
険
金
が
入
っ
 

た
ら
」
 
で
生
命
保
険
金
を
受
取
っ
た
と
 

き
の
税
金
や
、
所
得
税
の
生
命
保
険
料
 

控
除
に
つ
い
て
。
 

⑧
s
 
55 

・
1

・ 19 

は
「
還
付
申
告
は
お
 

早
め
に
」
 
で
住
宅
取
得
控
除
な
ど
に
よ
 

る
還
付
申
告
の
早
期
提
出
を
呼
び
か
け
 

る。 
⑨
s
 
55 

・
1

・ 
26 

は
「
財
産
を
も
ら
っ
 

た
ら
」
 
で
贈
与
税
の
し
く
み
と
配
偶
者
 

控
除
な
ど
に
つ
い
て
。
 

⑩
s
 55 

・
2

・
2

は
「
脱
税
G

メ
ン
／
」
 

で
査
察
の
意
義
や
査
察
官
の
活
躍
ぶ
り
 

を
紹
介
す
る
。
 

⑩
s
 
55 

・
2

・
9

は
「
お
元
気
で
す
か
、
 

お
じ
い
さ
ん
」
 
で
所
得
税
の
老
年
者
控
 

除
や
老
人
扶
養
控
除
、
老
年
者
年
金
特
 

別
控
除
に
つ
い
て
。
 

回
s
 
55 

・
2

・ 
16 

は
「
こ
ち
ら
税
の
相
 

談
室
」
 
で
相
談
事
例
を
紹
介
し
、
上
手
 

な
税
務
相
談
室
の
利
用
を
呼
び
か
け
る
。
 

冊
s
 
55 

・
2

・ 
23 

は
「
マ
イ
ホ
ー
ム
を
売
 

っ
た
と
き
」
 
で
譲
渡
所
得
の
計
算
の
し
 

く
み
と
居
住
用
財
産
を
譲
渡
し
た
と
き
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

楽

し

か

っ

た

 
「
イ
モ
」
 
掘

り

 

町
立
第
三
保
育
所
 

秋
晴
れ
の
空
、
今
日
は
待
ち
に
待
 

っ
た
芋
掘
り
の
日
だ
。
始
め
に
園
長
 

先
生
よ
り
掘
り
方
の
注
意
な
ど
あ
っ
 

た
が
、
そ
の
間
園
 

児
達
は
胸
を
は
ず
 

ま
せ
落
着
か
な
か
 

っ
た
。
さ
あ
い
よ
 

い
よ
芋
掘
り
だ
、
 

各
自
シ
ャ
ベ
ル
を
 

持
っ
て
土
を
除
き
 

イ
モ
に
傷
を
つ
け
 

な
い
よ
う
に
イ
モ
 

を
掘
り
だ
し
た
が
 

土
が
か
た
く
て
な
 

か
な
か
掘
れ
な
い
。
 

最
初
に
掘
り
当
て
 

た
園
児
達
は
、
ま
 

る
で
宝
物
で
も
出
て
来
た
か
の
よ
う
 

に
 
「
ワ
ァ
」
 
と
い
う
歓
声
を
あ
げ
た
。
 

「
ョ
イ
シ
ョ
、
ョ
イ
シ
ョ
」
、
大
き
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

、
 

の
三
、
〇
O
〇
万
円
控
除
に
つ
い
て
。
 

\
s
 
55 

・
3

・
1

は
「
退
職
金
で
第
一
一
 

の
人
生
」
 
で
退
職
金
や
年
金
に
か
か
る
 

税
金
に
つ
い
て
。
 

叫
s
 
55 

・
3

・
8

は
「
確
定
申
告
あ
と
 

7
日
」
で
申
告
の
際
の
注
意
点
や
延
納
 

制
度
な
ど
を
説
明
し
、
無
申
告
防
止
を
 

図
る
。
 

⑩
s
 
55 

・
3

・ 
15 

は
「
青
い
目
の
税
金
 

な
イ
モ
を
つ
け
た
つ
る
が
出
て
来
る
 

と
、
そ
れ
を
頭
上
ま
で
持
ち
あ
げ
、
 

ど
の
顔
も
得
意
満
面
、
子
ど
も
達
の
 

こ
の
満
足
げ
な
顔
、
 

姿
を
い
つ
ま
で
も
 

忘
れ
ら
れ
な
い
。
 

子
ど
も
達
が
つ
る
 

を
植
え
成
長
し
た
 

イ
モ
を
掘
り
上
げ
 

る
ま
で
、
自
分
達
 

の
力
で
や
り
と
げ
 

た
喜
こ
び
は
い
つ
 

ま
で
も
残
る
こ
と
 

で
し
ょ
う
。
 

談
義
」
 
で
外
国
の
税
金
や
、
外
国
人
か
 

ら
み
た
日
本
の
税
金
に
つ
い
て
。
 

"
s
 55 

・
3

・ 
22 

は
「
税
に
不
服
の
あ
 

る
と
き
は
」
で
審
判
所
の
役
割
と
不
服
 

申
立
の
手
続
に
つ
い
て
。
 

冊
s
 
55 

・
3

・ 
29 

は
「
も
う
す
ぐ
一
年
 

生
」
 

で
子
供
の
教
育
に
使
わ
れ
て
い
る
 

税
金
を
紹
介
す
る
。
 

お
互
い
の
人
潅
を
尊
重
し
、
差
別
D
な
八
町
づ
く
つ
を
 

嚢
護
嚢
嚢
嚢
《
 

婦人会による民謡 

孫の作品に見入る 

催し物、会場、力ラオケ及び舞踊の熱演に拍手ノ 

珍らしい四つ子のナスビ 

最年少者の力ラオケ出 

演者ノ唄うは「津軽海 

峡冬景色」 

季
 

一
 

薫
 

日 

曜 俳
句
教
室
 
こ
案
内
 

ど
な
た
で
も
お
気
軽
に
お
出
で
く
だ
 

さ
い
。
 

初
心
者
歓
迎
 

・
毎
週
日
曜
日
 

午
後
七
時
半
 

・
八
幡
町
 

西
山
ひ
さ
し
宅
 

田
の
中
の
 

墓
に
休
ま
す
 
稲
刈
機
 

コ
ス
モ
ス
の
 

庭
あ
り
 
ビ
ル
の
十
階
 

こ
 

（
西
山
 

ひ
さ
し
）
 

ふ
る
里
の
 

稲
刈
時
の
 

宿
下
り
 

籾
摺
の
 

終
え
し
安
堵
の
 

疲
れ
と
も
 

（
鈴
木
 

秋
風
子
）
 

潮
騒
の
 

眠
れ
ぬ
ま
ま
の
 

夜
長
か
な
 

マ
ラ
ソ
ン
の
 

稽
古
に
励
む
 
月
の
道
 

（
田
沖
 

水
悼
）
 

老
の
歯
の
 

ま
だ
た
し
か
な
る
 
柿
を
 

食
ふ
 

大
方
は
 

猿
が
荒
ら
す
と
 
寺
の
柿
 

（桜 

ん
 

坊） 

赤
い
羽
根
 
む
ね
に
正
座
の
 

月
の
客
 

高
台
へ
高
台
へ
人
 
居
待
月
 

（
桑
野
 

園
女
）
 

秋
探
る
 
旅
の
コ
ー
ス
の
 

決
ま
り
た
 

る
 

秋
耕
と
 

い
ふ
も
気
楽
な
 

助
仕
事
 

（林 

い
し
の
）
 

仕
事
場
の
 

昼
の
休
み
に
ふ
と
ん
売
り
 

働
け
る
齢
に
限
界
 
稲
を
刈
る
 

（
久
米
 

千
代
子
）
 

よ
窓
半
夜
青
燈
雨
幽
 

樹
（
庭
黄
葉
秋
 

風
林
そ
中
H
享
敵
春
●
動
露
 

叶
鳴
釜
夜
レ
乳
派
」
 

西部学生書道展入選作 

、
つ
 

4
 

放
送
日
 

テ
ー
マ
等
は
次
の
と
お
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」し 、つ ほ
 

高速道路の安全運転5 原則 

①
「
急
」
か
ら
「
徐
々
」
へ
 

急
ブ
レ
ー
キ
、
 

急
ハ
ン
ド
ル
、
急
 

な
追
い
越
し
、
急
 

な
車
線
変
更
 

こ
の
よ
う
な
「
 

急
」
 
の
つ
く
操
作
は
絶
対
に
し
な
い
 

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

「
急
」
な
運
転
操
作
は
、
 
一
般
道
 

路
で
も
危
険
な
こ
と
は
い
う
ま
で
も
 

あ
り
ま
せ
ん
が
、
と
く
に
高
速
道
路
 

②
前
方
ニ
と
ニ
台
の
動
き
に
注
意
 

高
速
道
路
で
は
 

注
意
力
を
前
方
に
 

集
中
し
、
ス
ピ
l
 

ド
に
応
じ
た
一
定
 

の
車
間
距
離
を
保
 

つ
よ
う
に
し
ま
し
 

よ・つ。 
車
間
距
離
は
、
少
な
く
と
も
、
時
 

速
百
キ
ロ
の
場
合
は
百
メ
ー
ト
ル
、
 

時
速
八
十
キ
ロ
の
場
合
は
八
十
メ
ー
 

ト
ル
保
ち
、
雨
の
日
や
夜
間
そ
の
他
 

道
路
の
状
況
に
応
じ
て
、
さ
ら
に
間
 

③
“
流
れ
の
秩
序
）
を
乱
さ
な
い
 

高
速
道
路
で
の
 

連
転
は
、
そ
れ
ぞ
 

れ
の
車
が
適
当
な
 

車
間
距
離
を
保
ち
 

で
は
ス
ピ
ー
ド
が
出
て
い
る
こ
と
か
 

ら
危
険
度
は
倍
加
し
、
 
一
瞬
に
し
て
 

大
事
故
に
つ
な
が
る
恐
れ
が
あ
り
ま
 

す。 高
速
道
路
の
運
転
は
、
す
べ
て
「
 

徐
々
に
」
行
い
、
 

「
急
」
な
操
作
は
 

ひ
か
え
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

「
急
」
な
操
作
と
い
え
ば
、
ス
ピ
 

ー
ド
の
出
し
過
ぎ
も
そ
の
ー
つ
で
す
。
 

高
速
道
路
は
信
号
も
な
く
、
制
限
 

速
度
で
走
っ
て
も
一
般
道
路
よ
り
ず
 

っ
と
早
く
目
的
地
に
着
け
ま
す
。
ス
 

ピ
ー
ド
の
出
し
過
ぎ
に
は
く
れ
ぐ
れ
 

も
ご
注
意
を
。
 

隔
を
広
げ
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

十
分
な
車
間
距
離
を
保
ち
、
前
の
 

車
の
前
方
二
5
三
台
ぐ
ら
い
の
動
き
、
 

と
く
に
ブ
レ
ー
キ
・
ラ
ン
プ
の
点
滅
 

な
ど
に
気
を
配
り
な
が
ら
運
転
す
る
 

の
が
安
全
で
す
。
 

前
の
車
に
近
づ
き
す
ぎ
る
と
、
急
 

ブ
レ
ー
キ
や
急
ハ
ン
ド
ル
を
使
う
よ
 

ら
な
事
態
に
追
い
こ
ま
れ
て
、
思
わ
 

ぬ
危
険
に
ま
き
こ
ま
れ
る
こ
と
が
あ
 

り
ま
す
。
 

と
く
に
、
 
イ
ン
タ
ー
・
チ
ェ
ン
ジ
 

や
サ
ー
ビ
ス
・
エ
リ
ア
、
パ
ー
キ
ン
 

グ
・
ェ
リ
ア
な
ど
の
出
入
口
付
近
は
 

注
意
し
ま
し
ょ
う
。
 

な
が
ら
、
 

一
定
の
ス
ピ
ー
ド
で
整
然
 

と
走
る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。
 

高
速
道
路
で
は
、
速
度
に
応
じ
た
 

車
の
流
れ
に
乗
っ
て
走
る
よ
う
に
し
、
 

》
、
ー
／
チ
ー
フ
ツ
と
わ
き
見
 

一αに 

い
秒
で
 42 

メ
ー
ト
ル
進
む
 

わ
き
見
運
転
が
 

が
、
そ
の
怖
さ
に
つ
い
て
は
、
意
外
 

危
険
な
こ
と
は
、
 

に
知
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
 

い
ま
さ
ら
い
う
ま
 

正
面
を
向
い
て
運
転
し
て
い
て
、
 

で
も
あ
り
ま
せ
ん
 

チ
ラ
ッ
と
わ
き
見
を
す
る
と
、
視
線
 

⑤
路
肩
走
行
は
違
反
で
す
 

路
肩
は
、
車
の
 

走
る
と
こ
ろ
で
は
 

あ
り
ま
せ
ん
。
故
 

障
が
起
き
た
り
、
 

あ
る
い
は
事
故
な
ど
や
む
を
得
な
い
 

場
合
の
ほ
か
は
、
車
を
止
め
な
い
よ
 

う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

路
肩
を
走
る
こ
と
自
体
ル
ー
ル
違
 

一
人
よ
が
り
な
運
転
は
ク
流
れ
の
秩
 

序
ク
を
乱
し
、
ひ
い
て
は
事
故
の
原
 

因
に
も
な
り
ま
す
の
で
や
め
ま
し
ょ
 

・つ。 
と
く
に
無
理
な
割
り
込
み
運
転
は
、
 

ガ
車
の
流
れ
ガ
に
混
乱
を
起
こ
し
、
 

ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
な
り
ま
す
の
で
、
 

絶
対
に
し
な
い
よ
う
に
。
自
分
の
速
 

度
を
チ
ェ
ッ
ク
し
な
が
ら
流
れ
に
乗
 

っ
て
走
り
ま
し
ょ
う
。
 

が
正
面
に
戻
る
ま
で
約
一
・
五
秒
く
 

ら
い
か
か
り
ま
す
。
仮
に
時
速
百
キ
 

ロ
で
走
っ
て
い
た
と
し
ま
す
と
、
そ
 

の
間
に
車
は
約
四
十
ニ
メ
ー
ト
ル
も
 

進
む
の
で
す
。
 

チ
ラ
ッ
と
視
線
を
移
す
間
に
四
十
 

ー
ー
メ
ー
ト
ル
 

わ
き
見
運
転
が
い
 

か
に
危
険
か
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。
 

な
に
は
と
も
あ
れ
ガ
前
方
注
意
ガ
を
 

お
忘
れ
な
く
。
 

反
で
す
し
、
運
転
者
の
モ
ラ
ル
が
疑
 

わ
れ
ま
す
。
 

高
速
道
路
が
込
ん
で
渋
滞
し
て
き
 

ま
す
と
、
路
肩
を
走
り
ぬ
け
る
車
を
 

よ
く
見
か
け
ま
す
が
、
緊
急
時
の
救
 

『く1
'
！
し
／
し
 
ノ
末
引
］
Z
，台馴「」e
」・し 

d
z
C
』
」
ノ
し
‘
た
し
E

一
．
＜
ひ
．
一
、
 

人

物

 紹

介

 

広
谷
 

高

津

勝

春

さ

ん

 

広
谷
の
項
上
附
近
に
居
住
し
て
い
る
 

開
催
さ
れ
た
筑
豊
美
術
展
、
 

（
日
本
画
 

高
津
勝
春
さ
ん
（
五
〇
才
）
は
、
今
秋
 

部
門
）
に
お
い
て
、
春
公
重
賞
、
受
賞
 

田
川
美
術
展
で
は
過
去
二
回
、
耕
雨
賞
 

受
賞
、
本
年
度
は
田
川
美
術
会
員
推
挙
 

に
よ
り
、
田
川
美
術
会
員
と
な
ら
れ
ま
 

し
た
。
 

本
格
的
に
日
本
画
の
勉
強
を
始
め
た
 

の
は
、
約
三
年
前
、
 

（
金
田
町
、
松
本
 

四
五
郎
先
生
に
師
事
）
か
ら
で
す
が
、
 

絵
が
好
き
で
よ
く
書
い
て
い
た
そ
う
で
 

昭

和

 53 

年

度

入

賞

作

品

 

す。 今
後
も
素
晴
ら
し
い
作
 

品
を
書
き
続
け
る
こ
と
で
 

し
ょ
・
つ
。
 

ま
た
農
業
、
造
園
業
の
 

他
に
、
洋
ラ
ン
を
栽
培
し
 

て
い
ま
す
。
住
居
の
前
に
 

建
て
ら
れ
た
約
七
〇
d

の
 

温
室
に
は
洋
ラ
ン
が
所
狭
 

し
と
置
か
れ
て
い
ま
す
。
 

（
そ
の
数
、
数
百
ぱ
ち
）
 

ラ
ン
愛
好
者
の
訪
問
は
後
 

を
絶
ち
ま
せ
ん
。
 

趣
味
が
も
う
ー
つ
あ
り
 

ま
す
。
そ
れ
は
詩
吟
で
す
。
 

吟
詠
道
八
壮
洲
鷹
洲
会
、
 

芦
馬
鷹
洲
先
生
に
師
事
す
 

る
こ
と
十
数
年
、
現
在
師
 

範
と
し
て
多
忙
な
毎
日
を
 

過
し
て
お
ら
れ
ま
す
。
 

弓
溝
鰍
盤
 会

結
 

去
る
九
月
二
五
日
、
分
館
長
会
議
を
 

施
等
を
通
じ
て
全
地
域
の
地
区
公
民
館
 

開
催
し
、
方
城
町
地
区
公
民
館
連
絡
協
 

活
動
を
振
興
し
、
あ
わ
せ
て
住
民
福
祉
 

議
会
会
則
案
を
検
討
し
、
役
員
を
選
出
 

の
増
進
に
つ
と
め
る
こ
と
を
目
的
と
し
 

し
ま
し
た
。
 

て
い
る
。
 

こ
の
会
は
方
城
町
の
各
地
区
館
相
互
 

今
後
は
中
央
公
民
館
と
連
携
を
と
り
 

の
連
携
を
密
に
し
、
社
会
文
化
活
動
の
 

文
化
、
体
育
活
動
の
活
発
化
を
は
か
る
 

交
流
、
情
報
の
交
換
、
統
一
行
事
の
実
 

こ
と
に
な
り
ま
す
。
 

急
活
動
な
ど
に
支
障
を
き
た
す
ば
か
 

り
で
な
く
、
停
止
車
に
衝
突
す
る
な
 

ど
の
事
故
に
も
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、
 

絶
対
に
走
ら
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
 

・つ。 

' 

選
出
さ
れ
た
役
員
は
次
の
と
お
り
で
 

す。 

（
敬
称
略
）
 

一
、
会
 

長
 

松
島
亀
次
郎
 

一
、
副
会
長
 

香
月
 
黙
納
 

江
口
 

清
 

一
、
会
 

計
 

永
岡
 
清
正
 

一
、
監
 

査
 

西
原
口
 

浩
 

安
永
 

勝
 

一
、
書
 

記
 

中
央
公
民
館
職
員
 

製
造
業
の
み
な
さ
ん
 

エ
業
統
計
調
査
に
こ
協
力
を
 

製
造
業
を
営
む
み
な
さ
ん
、
今
年
も
 

恒
例
の
「
工
業
統
計
調
査
」
が
行
わ
れ
 

ま
す
。
 

十
二
月
三
十
一
日
現
在
で
の
調
査
の
 

た
め
 

年
末
 

年
始
 

の
お
 

忙
し
 

い
中
 

を
調
 

査
員
 

が
お
伺
い
し
ま
す
が
、
ご
協
力
下
さ
る
 

よ
う
お
願
い
い
た
し
ま
す
。
 

こ
の
調
査
に
よ
っ
て
、
わ
が
国
の
製
 

造
業
の
実
態
や
製
造
活
動
の
現
状
が
明
 

ら
か
に
な
る
ほ
か
、
調
査
の
デ
ー
タ
ー
 

は
製
造
業
の
み
な
さ
ん
が
各
種
製
品
の
 

生
産
・
販
売
プ
ラ
ン
を
お
立
て
に
な
る
 

場
合
の
参
考
に
な
る
の
を
は
じ
め
、
た
 

と
え
ば
、
都
市
開
発
や
下
水
道
計
画
の
 

資
料
と
な
る
な
ど
、
わ
た
し
た
ち
国
民
 

生
活
の
向
上
に
広
く
活
用
さ
れ
ま
す
。
 

「ノ 

ぎ
鶴
H
n
」いE
"v
ーー 

み
 

な
さ
 

ん
に
 

ご
記
 

入
い
 

た
だ
 

い
た
 

調
査
 

票
は
、
統
計
以
外
の
目
的
に
使
わ
れ
る
 

こ
と
は
絶
対
に
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
安
 

心
し
て
あ
り
の
ま
ま
を
お
書
き
下
さ
い
。
 

調
査
は
、
次
の
三
種
類
に
分
か
れ
て
 

い
ま
す
。
 

〔
甲
調
査
〕
従
業
員
三
十
人
以
上
の
 

事
業
所
の
調
査
（
 17 

項
目
）
 

〔
乙
調
査
〕
従
業
員
二
十
九
人
以
下
 

の
事
業
所
の
調
査
（
 13 

項
目
）
 

〔
丙
調
査
〕
製
造
業
の
本
店
・
本
社
 

を
調
査
す
る
も
の
で
①
二
つ
以
上
の
製
 

造
工
場
を
経
営
す
る
企
業
の
本
店
・
本
 

社
②
製
造
工
場
と
別
の
場
所
に
あ
る
企
 

業
の
本
店
・
本
社
を
対
象
に
行
わ
れ
ま
 

す
（
 12 

項
目
）
 

な
お
、
主
な
調
査
項
目
は
、
事
業
所
 

名
、
従
業
者
数
、
原
材
料
お
よ
び
燃
料
 

使
用
額
、
製
造
品
出
荷
額
、
有
形
固
定
 

資
産
投
資
総
額
な
ど
で
す
。
 

俳
 

句
 

赤
坂
の
小
梅
の
姿
う
す
ら
げ
ば
 

峰
子
の
声
が
西
の
川
面
に
 

萩
ケ
原
昔
狐
の
あ
そ
び
場
も
 

今
で
は
町
の
か
な
め
な
り
け
り
 

わ
き
ぶ
ち
の
バ
イ
パ
ス
道
か
ら
 

見
あ
ぐ
れ
ば
 

い
と
お
ご
そ
か
な
ビ
ル
デ
ィ
ン
グ
か
な
 

（
中
原
 

末
松
 
栄） 
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お
知
ら
せ
 

☆
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＞
ト
H
H
」
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☆
 

r
〈
ノ
、
「
ー
‘
 

、I 

☆
 
ぜ
‘
‘
・
。
、
 

，
 

方

城

町

写

真

愛

好

会

案

内

ク

 

わ
た
く
し
た
ち
は
、
レ
ン
ズ
を
通
し
 

て
．
あ
り
の
ま
ま
の
姿
を
フ
ィ
ル
ム
に
 

収
め
る
事
を
生
き
が
い
と
し
て
集
う
．
 

仲
間
達
で
す
。
 

ま
だ
会
を
結
成
し
て
半
年
程
し
か
な
 

り
ま
せ
ん
の
で
、
写
真
の
事
は
余
り
分
 

り
ま
せ
ん
が
，
み
ん
な
一
生
懸
命
に
写
 

し
続
け
て
い
ま
す
。
そ
の
写
し
た
写
真
 

を
、
毎
月
第
三
木
曜
日
に
集
ま
っ
て
み
 

ん
な
で
批
評
し
合
っ
て
色
々
と
勉
強
を
 

し
て
い
ま
す
の
で
、
み
な
さ
ん
方
で
少
 

し
で
も
写
真
に
興
味
の
あ
る
方
は
、
左
 

記
の
所
へ
御
連
絡
下
さ
い
。
詳
し
い
例
 

会
の
場
所
、
日
時
等
を
お
知
ら
せ
し
ま
 

す。 
連
絡
場
所
 

方
城
町
役
場
 
住
民
課
 

池
長
 
正
明
 

T
E
L
 
②
 
0
5
2
0
 

個
人
住
宅
建
設
資
金
融
資
に
つ
い
て
 

受
付
期
間
 

昭
和
五
十
五
年
一
月
下
旬
頃
か
ら
約
 

ー
カ
月
程
度
 

申
込
み
の
で
き
る
方
 

イ
、
あ
な
た
が
住
む
た
め
の
住
宅
を
 

ロ 

新
築
す
る
も
の
で
、
同
居
す
る
世
 

帯
員
が
あ
る
方
 

．
敷
地
の
準
備
が
で
き
て
い
る
方
 

ハ
、
返
済
月
額
の
五
倍
以
上
の
月
収
 

が
あ
る
方
 

融
資
を
受
け
ら
れ
る
住
宅
 

ハ
，
心
身
障
害
者
 

融
資
限
度
額
 

木
造
住
宅
で
最
高
三
百
六
〇
万
円
、
 

な
お
、
老
人
同
居
，
多
人
数
で
老
人
 

同
居
等
は
、
融
資
額
の
割
増
し
制
度
 

も
あ
り
ま
す
。
 

利
率
 

年
利
五
・
五
％
 

返
済
方
法
 

元
利
均
等
毎
月
払
い
、
ま
た
は
毎
月
 

払
い
と
ボ
ー
ナ
ス
払
い
の
併
用
 

住
宅
部
分
が
一
二
〇
肩
（
約
三
六
坪
）
 

申
込
場
所
 

ま
で
、
た
だ
し
、
次
の
い
ず
れ
か
の
 

最
寄
り
の
 
「
住
宅
金
融
公
庫
業
務
取
 

方
が
同
居
す
る
場
合
は
、
 
一
五
〇
d
 

扱
店
」
と
表
示
し
た
金
融
機
関
 

（
約
四
五
坪
）
ま
で
 

間
い
合
わ
せ
場
所
 

イ
、
六
O
才
以
上
の
方
 

右
の
金
融
機
関
ま
た
は
、
福
岡
支
所
 

ロ
、
六
人
以
上
の
多
数
家
族
 

（
〇
九
二
）
七
一
ニ
ー
五
五
五
五
 

料
理
飲
食
等
消
費
税
に
係
る
 

公
給
領
収
証
の
受
領
に
つ
い
て
 

公
給
領
収
証
は
必
ず
お
受
け
取
り
く
 

だ
さ
い
。
 

一
，
公
給
領
収
証
に
は
、
料
理
店
、
旅
 

館
、
飲
食
店
の
三
種
類
が
あ
り
ま
す
。
 

二
、
こ
の
公
給
領
収
証
は
料
理
飲
食
等
 

消
費
税
を
納
め
た
し
る
し
に
お
渡
し
す
 

一◇ 
12 

月
4
日
か
ら
 10 

日
ま
で
は
第
 31 

回
 

「
人
権
週
間
」
 
で
す
。
 

皆
さ
ん
の
身
の
ま
わ
り
で
、
無
理
を
 

強
い
ら
れ
た
り
、
村
八
分
に
さ
れ
た
り
 

  

老
人
、
子
供
、
身
体
の
不
自
由
 

 ー

な

方

等

で

虐

げ

ら

れ

て

い

る

人

 

間
 

週
 

権
 

人
 

回
 

・

』

 

な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。
も
し
、
 

あ
る
と
き
は
地
元
の
人
権
擁
護
 

委
員
又
は
福
岡
法
務
局
、
福
岡
 

県
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
へ
お
 

申
出
下
さ
い
。
調
査
の
う
え
、
 

そ
の
よ
う
な
事
実
が
認
め
ら
れ
 

る
と
き
は
適
切
な
処
置
を
と
り
 

ま
す
。
 

ま
た
、
登
記
．
戸
籍
、
借
地
、
 

借
家
，
相
続
、
金
銭
貸
借
そ
の
 

他
の
法
律
問
題
で
お
困
り
の
方
 

や
心
配
ご
と
悩
み
ご
と
等
が
あ
 

る
方
は
、
い
つ
で
も
ご
相
談
下
 

さ
い
。
相
談
は
無
料
で
秘
密
は
厳
守
。
 

o
町
村
の
人
権
擁
護
委
員
 

大
字
伊
方
四
六
八
〇
番
地
 

渡
辺
 

翠
 

る
も
の
で
す
か
ら
、
必
ず
受
け
取
っ
て
 

く
だ
さ
い
。
 

料
理
飲
食
等
消
費
税
は
、
次
の
と
お
 

り
で
す
。
 

一
、
料
亭
、
料
理
店
、
カ
フ
ェ
‘
ー
．
 

ャ
バ
レ
ー
等
は
飲
食
代
金
の
 10 

一α。 
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和 
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画町 
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刷室場 

キ 

二
．
飲
食
店
、
ス
タ
ン
ド
バ
ー
、
喫
茶
 

店
、
旅
館
で
の
飲
食
は
二
〇
〇
〇
円
を
 

越
え
た
場
合
総
料
金
の
 10 

一
卿
 

三
、
旅
館
で
の
宿
泊
は
、
 
一
泊
二
食
で
 

四
〇
〇
〇
円
を
越
え
た
場
合
料
金
か
ら
 

基
礎
控
除
額
（
二
〇
〇
〇
円
）
を
差
引
 

い
た
総
料
金
の
 
1
0
 

一即 

（
特
に
年
末
の
忘
年
会
及
び
新
年
会
 

等
の
宴
会
御
利
用
の
場
合
は
、
公
給
領
 

収
証
を
お
受
取
り
下
さ
い
。
）
 

年
末
年
始
特
別
警
戒
活
動
 

入

田

川

警

察

署

V

 

期
間
 
12 

月
ー
日
ー
 55 

年
1
月
 10 

日
 

よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
 

重
点
 
年
未
年
始
に
予
想
さ
れ
る
「
盗
 

o
多
額
の
現
金
は
家
に
お
か
な
い
。
ま
 

犯」 

「
暴
力
犯
罪
」
 

「
交
通
事
 

た
通
帳
と
印
鑑
は
別
々
に
す
る
。
 

故」 

「
雑
踏
事
故
」
の
防
止
。
 

☆
暴
力
犯
罪
の
防
止
 

☆
金
融
機
関
を
利
用
す
る
み
な
さ
ん
へ
 

o
チ
ン
ピ
ラ
な
ど
に
、
い
い
が
か
り
を
 

o
多
額
の
現
金
運
搬
に
は
、
二
人
以
上
 

つ
け
ら
れ
た
と
き
は
、
キ
然
と
し
た
 

の
男
性
で
あ
た
り
、
女
性
、
老
人
は
 

態
度
で
応
対
し
、
つ
け
入
ら
れ
る
ス
 

使
わ
な
い
。
 

キ
を
与
え
な
い
よ
う
に
す
る
。
 

o
現
金
を
受
取
っ
て
の
帰
途
に
は
，
知
 

☆
年
末
年
始
の
交
通
安
全
運
動
 

ら
な
い
人
に
現
金
を
不
用
意
に
渡
さ
 

「
飲
酒
運
転
を
追
放
し
よ
う
」
 

ず
に
充
分
気
を
つ
け
て
帰
る
。
 

o
飲
ん
だ
ら
乗
ら
な
い
、
乗
る
な
ら
飲
 

☆
侵
入
盗
の
防
止
 

ま
な
い
，
飲
ま
せ
な
い
の
運
動
を
家
 

o
ち
ょ
っ
と
で
も
留
守
に
す
る
と
き
は
 

族
ぐ
る
み
で
実
行
す
る
。
 

必
ず
戸
締
り
を
し
て
、
隣
り
近
所
に
 

「
酒
酔
い
運
転
は
 

「
ひ
と
声
」
か
け
、
監
視
を
た
の
む
 

一
発
免
許
取
消
し
ノ
」
 

昭
和
五
十
四
年
十
二
月
一
日
発
行
 


